防災対策点検リスト
【入所施設共通】
	施設（事業所）等の名称
	

	施設（事業所）等の所在地
	

	記入者
	役職名
	

	
	氏名
	

	
	電話番号
	

	点検年月日
	


【記入上の留意事項】
１　「点検結果」欄については，「はい・いいえ・非該当」のいずれかに○をしてください。
　　なお，「非該当」とは，貴施設での事例がない場合等となります。
２　この点検リストは，平成２８年６月７日付け「社会福祉施設等における防災対策の徹底について（広島県健康福祉局長等通知）」及び平成２８年９月１日付け「社会福祉施設等における非常災害対策及び入所者等の安全の確保について（厚生労働省雇用均等・児童家庭局総務課長等通知）」等を基に作成したものですが，点検の実施に当たっては，施設の実情に応じて適宜，「点検項目」を追加・修正して差し支えありません。
　　　なお，追加・修正された「点検項目」場合は，「２　追加・修正した点検項目」に記載してください。
３　「３ 現在検討中の対策」については，貴施設で今後行う予定の防災対策等があれば，具体的に記入してください。
	点　　検　　項　　目
	点検結果

	１　防災対策の取組

	(1) 職員等の防災意識の高揚
	①　災害による被害発生の未然防止のためには，日ごろから職員，入所者（児）等が防災意識を強く持つことが大切であり，施設等の管理者は，職員及び入所者（児）等の防災意識の醸成，高揚を図っている。
	はい・いいえ

	(2) 入所者状況の把握等
	①　入所者（児）の外出等の状況を常時把握するとともに，災害に関する情報を職員及び入所者（児）等に対して迅速かつ的確に伝達している。
	はい・いいえ

	
	②　山鳴り，地面のひび割れ等の前触れがあるなど，大雨等による土砂災害の危険が感じられる場合，早急な避難及び避難後の援護が行えるようにしている。
	はい・いいえ

	
	③　自立避難困難な入所者 (児)等については，避難の容易な場所に可能な限り部屋替えを行うなど配慮している。
	はい・いいえ
・非該当

	(3) 防災管理体制の整備
	①　施設等の管理者は，夜間の防災体制確保を含め，施設等の実態に即した防災管理体制の整備を図るとともに，全職員の責任分担を明確にし，非常の際には迅速かつ円滑に機能するようにしている。
	はい・いいえ

	
	②　非常災害時の施設等における入所者（児）等の避難方法や，職員間の連絡体制を含めた緊急時の対応体制を適切に構築するための具体的な計画の策定又は点検など，関係法令及び通知に基づき必要な措置を講じ，非常災害時に備えている。
	はい・いいえ

	(4) 施設建物及び周辺環境の把握
	①　施設建物，がけ崩れの恐れがある急傾斜地，堤防崩壊の危険があるため池などの状況を的確に把握し，必要に応じて，適切な措置を講じている。
	はい・いいえ

	
	②　土砂災害（特別）警戒区域に施設がある場合は，関係市町，消防機関等との情報交換，連携を図っている。
	はい・いいえ
・非該当

	
	③　耐震基準を満たしていない施設，建築基準法の改正前（昭和56年度以前）の施設については，耐震化している。
	はい・いいえ
・非該当

	(5) 情報の収集及び協力体制の確立
	①　消防機関，地域の消防組織，医療機関，近隣施設，その他の関係機関等との日常の連携を密にし，気象等に関する情報や山火事の延焼等災害発生の恐れに関する情報等の収集，伝達，提供が迅速かつ円滑に行われるよう，また，消火活動，避難等が迅速かつ円滑に行われるよう，その体制を確立している。
	はい・いいえ

	
	②　施設等の職員は，日頃から，気象庁など公的機関や，テレビ，ラジオ等の報道やインターネットによる気象情報等に関する情報の収集に努め，危険が想定される場合は（3）の②の計画を踏まえ着実に避難を行うよう周知徹底している。
	はい・いいえ

	
	③　日頃からの消防等関係機関との通報・連携体制について，定期的に職員にその周知及び徹底を図っている。
	はい・いいえ

	(6) 有効な避難訓練等の実施等
	①　職員及び入所者（児）等に対して避難場所，避難経路など避難時における対応方法を周知している。
	はい・いいえ

	
	②　日頃から非常時には迅速かつ安全に避難を行えるよう有効な避難訓練その他必要な訓練を計画的に実施している。
※「はい」の場合，平成27年度に実施した訓練内容を次の欄に記入してください。

	はい・いいえ

	
	③　特に，「（4）施設建物及び周辺環境の把握」により，危険箇所に立地している等の状況にあるときは，早期避難のための体制を確立している。
	はい・いいえ
・非該当

	
	④　夜間の災害の発生に際しては，一層の混乱が予測されることから，夜間における訓練又は夜間を想定した訓練も併せて実施している。
	はい・いいえ

	
	⑤　海岸，湖岸，河川近く等の津波や洪水による被害が予想される施設等においては，津波警報や洪水警報が発令された場合の避難場所，避難経路をあらかじめ確認し職員等に周知している。
	はい・いいえ
・非該当

	
	⑥　早期避難のための地域の自治会や近隣の住民との連携体制を構築している。
	はい・いいえ

	
	⑦　消火設備，警報設備，避難設備等の設備が設置され，常時機能するよう管理している。
	はい・いいえ

	(7) 生活関連物資等の確保
	①　断水，停電，道路遮断等に備え，３日分以上の水，食糧，燃料等を備蓄している。
	はい・いいえ

	(8) 「防災（避難）台帳」の整備
	①　防災（避難）台帳」は，災害発生時の協力機関等を，あらかじめ把握し，緊急時の迅速な避難等の対応に役立てるためのものであり，施設等において，日常的に管理整備している。
	はい・いいえ

	(9) 事業所間の災害支援協定の締結
	①　大規模災害に備え，あらかじめ県内の施設や近隣県の施設との間で，災害時における被災施設入所者（児）の他施設への避難・被災施設からの受入れ，介護職員等の被災施設への派遣・他施設からの受入れなどの支援について，協定を締結している。
	はい・いいえ

	(10) 地域との連携
	①　日ごろから地域住民や消防団，市町との関係を深め，災害時には地域住民からの支援の受け入れや地域の要援護者の避難の受け入れなど双方向の連携をしている。
	はい・いいえ

	２　追加・修正した点検項目

	
	
	はい・いいえ

	
	
	はい・いいえ

	
	
	はい・いいえ

	
	
	はい・いいえ

	
	
	はい・いいえ

	３　現在検討中の対策

	現在検討中の対策
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